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【議案】 

・議案第15号 教育委員会事務事業点検・評価報告書（令和3年度事業対象）に 

        ついて（教育庶務課） 

・議案第16号 小松市公民館規則の一部改正について（生涯学習課） 

 

【報告事項等】 

・寄附受納について（学校教育課） 

・生涯学習センター及び子育てセンターの指定管理について（生涯学習課） 

・第24回日本こども歌舞伎まつりin小松 子供歌舞伎「勧進帳」実施計画につい 

 て（生涯学習課） 

・令和４年度小松市グッドマナーキャンペーンについて（生涯学習課） 

・第３回未来型図書館を考える講演会の開催について（生涯学習課） 

・空とこども絵本館 中島京子講演会の開催について（生涯学習課） 

・ひととものづくり科学館７月報告について（ひととものづくり科学館） 

・体験入学アンケート結果について（市立高校） 

・英語の取り組みについて（市立高校） 

 
 



教 育 委 員 会 報 告 

令和４年８月17日 

【議案】 

件 名 
議案第15号 教育委員会事務事業点検・評価報告書（令和3年度

事業対象）について 

所管部課名 教育庶務課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定によ

り、教育委員会は毎年事務事業について点検・評価を行い、その結

果について報告書を作成し議会に報告するとともに、公表すること

となっている。 

評価にあたっては、学識経験者に知見を求めることになってお

り、昨年度に引き続き公立小松大学に依頼し、横川副学長より「教

育事業全般をとおして決定的な瑕疵や事故もなく、大変良好に実施

されたものと判断する。今後、令和６年度までの各年度の具体的な

教育環境向上プランが着実に実を結ぶことを期待する」との意見を

頂いた。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 点検評価を全教育委員会で共有して事務事業に取り組んでいただ

きたい。 

 議案第15号 承認 

  

件 名 議案第16号 小松市公民館規則の一部改正について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 
公民館の住所変更、様式の変更など小松市公民館規則の一部を改

正するもの。 

教育委員等の意見  特になし 

 議案第16号 承認 

 

 

 

【報告事項等】 

件 名 寄附受納について 



所管部課名 学校教育課 

内 容 

給食無償化支援のためとして、山本氏より、読書教育充実のため

として、小松ロータリークラブよりご寄附をいただいた。山本氏に

は７月14日に、小松ロータリークラブには８月16日に感謝状を贈

呈した。 

教育委員等の意見 特になし 

 

件 名 生涯学習センター及び子育てセンターの指定管理について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

令和４年３月31日に指定管理期間が満了となる７施設につい

て、指定管理者を公募により選定する。 

今後のスケジュールについては、９月中旬から募集を開始し、10

月下旬に選定会を行い、12月に議案を上程し、令和４年４月から

事業を開始する予定。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 
第24回日本こども歌舞伎まつりin小松 子供歌舞伎「勧進帳」実

施計画について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

令和５年５月に開催予定の第24回日本こども歌舞伎まつりin小

松に向けて出演者の募集を開始する。募集期間は９月22日まで

で、選考会を11月12日に、上演結団式を12月３日に行い、12月

上旬より稽古を開始する予定。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 令和４年度小松市グッドマナーキャンペーンについて 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

小学校はウォームアップ週間～９月30日を中心に、中学校・高

等学校・市内協力団体は９月20日～22日を強化週間として、各学

校周辺及び市内３駅において、早朝に交通指導・挨拶運動を実施す

る予定。 



教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 第３回未来型図書館を考える講演会の開催について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

第３回未来型図書館を考える講演会を９月25日（日）にサイエ

ンスヒルズこまつにて開催する。みんなの森ぎふメディアコスモス 

総合プロデューサーの吉成信夫氏を講師に招き、「子供の声は未来

の声～図書館は屋根の付いた公園である～」と題し講演していただ

く。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 空とこども絵本館 中島京子講演会の開催について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

 直木賞作家である中島京子氏に、９月23日（金）にサイエンス

ヒルズこまつにて、「絵本がわたしにくれたもの」と題し講演して

いただく。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 ひととものづくり科学館７月報告について 

所管部課名 ひととものづくり科学館 

内 容 
 来館者数は20,265人。４月～７月までの来館者数及び観覧料がコ

ロナ禍前（平成31年）より増加している。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 来館者数が平成31年度より大変多くなっており、観覧料の収入

も多くなってきている。どのような工夫・取り組みをしてこのよう

な結果になったのか。 

回   答 

【宮島副館長】 

 幅広い科学を取り入れ、多くの年代の人々が集まるような取り組

みを考えている。また、スタッフがいろいろな講座を行い、企業・

大学等とも協力している。 

 



件 名 体験入学アンケート結果について 

所管部課名 市立高校 

内 容 

 ７月 25 日（月）に開催した体験入学には 402 人の生徒が参加し

た。アンケートの回答については、ミニコンサートや在校生による

学校説明ともに満足という感想が多かった。在校生による質疑応答、

ｉＰａｄに特化した国語・英語の授業体験を今年初めて行ったとこ

ろ、満足度が高かった。自由回答欄はたくさんの質問をいただいた。 

 ９月23日（金）には保護者説明会を、11月12日（土）には芸術

コースの体験入学を開催予定。 

教育委員等の意見 

【吉原委員】 

 １－４には「とても不満」がある。自由記述欄には明るい、楽し

いという記述がたくさんあり、好評でよかった。 

【中惣委員】 

 ２の特色が「少しわかった」と答えた32.2％がポイントであ

る。各中学校で市立高校の掲示物が少ないように思うが、魅力や特

色がわかるパンフレットやポスターを今年新しく用意したか。もう

少し熱量が感じられるものの掲示を検討してほしい。 

【北村委員】 

 満足度は毎年99％か98％であるが、志願者が増えない。体験入

学の結果を今後の運用に活かし、努力をしていただきたい。 

回   答 

【出口市立高校事務長】 

 授業の内容が自分のレベルと合わない、期待したものと違ったと

感じたのではないかと思う。 

 パンフレットは内容を見直して、より伝わりやすいものを作成し

た。ポスターは検討する。ホームページや新聞など活用し、ＰＲに

努めていく。 

 

件 名 英語の取り組みについて 

所管部課名 市立高校 

内 容 

 オンラインスピーキングトレーニング、モノグサ、英検セミナー、

英検２次対策個別指導など授業やテストで英語への関心を高め、ス

キルアップを図っている。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 社会で話すことが大切である。英検準２級だけでなく、社会で話

す機会を設け、生徒が興味を持って話す機会を多くすることが英語

力の向上につながる。 

 



件 名 前回の教育委員会会議の質問事項について 

所管部課名 学校教育課、市立高校 

内 容 

【石黑教育長】 

 小松市教育大綱アクションプランにおける英語力・コミュニケー

ション能力育成の指標の英語検定取得率について。 

 2013年に文部科学省で策定された生徒の英語力向上推進プランに

おいて、卒業時に中学生は英検３級程度、高校生は英検準２級程度

の力をつけることをゴールとしている。2013年当時、中学生は35％、

高校生は 32％達成しており、2021 年以降にはともに 60％達成する

よう文部科学省で設定している。2024年以降はともに70％達成する

よう設定されており、今回のアクションプランにおいての目標取得

率を60％に設定した。 

 

件 名 ８月４日の災害対応について 

所管部課名 教育庶務課、学校教育課、生涯学習課 

内 容 

【石黑教育長】 

 大きな校舎の被害はなし。落雷により日末小学校のセキュリティ

が一時不通になった。学童クラブでは荒屋子育てセンターが床下浸

水した。現時点での教材の被害は２９件報告あり。 

大きな被害を受けた家庭へ学校から訪問や電話をして児童・生徒

の状況を確認している。今後の学校の取り組みとして、メンタル面

で弱っている児童・生徒に対して、臨床心理士等カウンセリング体

制を整えている。学力の保障については、中学校３年生を中心に今

後システムを充実させていきたい。２学期以降、宿題・制服など各

学校で配慮すべき生徒への指導の共通理解をしていきたい。学校は

状況を把握して、適切に対応していく。 

 

 

 

【その他】 

件 名 次回教育委員会会議日程について 

内 容 
日時：令和４年９月１日（木）午後１時30分 

場所：オンライン  

 

 

 



【教育委員からの意見・提言】 

吉原委員 
新型コロナウイルス感染者が増えている。児童・生徒の健康状況につい

て把握されていることをご報告いただきたい。 

中惣委員 
夏休み期間中に大きな事故がなくてよかった。ウォームアップ週間が

始まるため、改めて登下校時の注意喚起をしていただきたい。 

勝木委員 
 グッドマナーキャンペーンにおいて、あいさつも大事だが自転車など

交通安全ルールも子供達に再確認していただきたい。 

北村委員 特になし 
  


